
平成 27年 8月 1日5 さいじょう市議会だより

合
併
以
降
、
事
務
の
合
理

化
に
よ
る
職
員
数
削
減
や

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
公
債

費
抑
制
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
人
件

費
は
合
併
後
10
年
間
で
約
51
億
円

削
減
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

平
成
16
年
と
平
成
25
年
と
の
比
較

で
約
32
億
円
増
加
、
地
方
債
残
高

は
平
成
15
年
と
平
成
25
年
と
の
比

較
で
約
21
億
円
縮
減
と
い
っ
た
効

果
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
反
面
、
改
め
て
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
１
点

目
に
、
行
財
政
の
効
率
化
と
し
て
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
長
寿
命

化
、
統
廃
合
な
ど
の
総
合
的
な
検

討
、
産
・
学
・
官
・
金
の
連
携
を

生
か
し
た
産
業
振
興
な
ど
に
よ
る

歳
入
増
加
の
取
組
、
職
員
の
適
正

な
定
員
管
理
や
事
務
事
業
の
精
査

な
ど
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
経
費

の
削
減
を
図
る
。
２
点
目
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
の
維
持
向

上
と
し
て
、
本
庁
・
総
合
支
所
間

の
連
携
・
連
絡
調
整
の
強
化
、
公

民
館
の
機
能
充
実
に
よ
る
利
便
性

の
向
上
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

や
市
政
懇
談
会
な
ど
の
開
催
に
よ

る
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決
へ
の
取
組
を
推
進
す
る
。

３
点
目
に
、
市
全
体
で
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
発
展
と
し
て
、
合
併

特
例
債
な
ど
を
有
効
活
用
し
た
投

資
、
総
合
６
次
産
業
都
市
の
推
進

な
ど
、
地
域
の
特
性
・
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
課
題
の
解
消
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

合
併
後
10
年
が
経
過
す

る
中
、
合
併
前
の
２
市

２
町
で
取
り
組
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
情
報
の
記
録
に
つ
い
て
、

時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
整
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

将
来
的
な
行
政
史
の
発
刊
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
町
誌
は
、
合
併
前
の
２

市
２
町
で
そ
れ
ぞ
れ
編
纂

し
て
い
る
が
、
行
政
史
は
旧
西
条

市
で
の
み
「
市
政
40
年
、
50
年
、

60
年
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
刊
行
し

て
い
た
。

　

行
政
史
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
調
整
が
で
き
な
い
ま
ま

今
日
に
至
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、

行
政
情
報
の
整
理
の
方
法
、
記
録

の
媒
体
な
ど
も
含
め
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

後
世
へ
語
り
継
ぐ

先
人
・
偉
人
の
顕
彰
を
！

市
民
が
、
自
身
の
郷
土
に

ゆ
か
り
の
あ
る
か
た
の
功

績
を
た
た
え
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

こ
と
は
、
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、

い
っ
そ
う
愛
着
を
持
つ
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
。

　

手
本
と
し
、
目
指
す
目
標
と
し

て
先
人
・
偉
人
の
足
跡
が
身
近
な

と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
あ
り
、
功
績
を
将

来
に
つ
な
げ
発
展
さ
せ
る
た
め
の

取
組
を
行
う
こ
と
が
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、

語
り
継
が
れ
る
べ
き
功
績
の
あ
る

先
人
・
偉
人
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
把
握
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
に

顕
彰
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先

人
・
偉
人
に
つ
い
て
は
、

愛
媛
県
史
、
西
条
人
物
列
伝
、
各

地
域
の
市
町
誌
な
ど
に
基
づ
き
、

約
80
名
の
情
報
を
収
集
し
、
現
在
、

そ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
新
幹
線
の
生
み
の
親

で
あ
る
十
河
信
二
氏
や
小
松
藩
儒

官
で
教
育
者
で
も
あ
る
近
藤
篤
山

先
生
、
彫
刻
家
の
伊
藤
五
百
亀
氏
、

近
鉄
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
実
業

家
の
佐
伯　

勇
氏
の
顕
彰
事
業
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
か

に
も
台
湾
電
力
の
父
と
呼
ば
れ
る

松
木
幹
一
郎
氏
に
関
す
る
市
民
講

座
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
27
年
９
月
19
日
に
は
明
治
末
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
家
の
日
野　

強
氏
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

更
に
、
現
在
、
小
学
校
に
お
い

て
は
、
文
部
科
学
省
の
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
３
、４
年
生
が
社
会

科
副
読
本
を
用
い
て
禎
瑞
新
田
を

開
い
た
竹
内
立
左
衛
門
氏
、
公
害

問
題
解
決
に
尽
力
し
た
一
色
耕
平

氏
な
ど
、
地
域
の
先
人
の
業
績
を

通
し
て
社
会
貢
献
の
意
味
、
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん

で
い
る
。

　

今
後
、
顕
彰
活
動
を
展
開
し
て

い
く
に
当
た
り
、
知
名
度
の
有
無

や
存
命
の
か
た
の
扱
い
な
ど
、
一

定
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
、
社
会

貢
献
度
、
各
方
面
に
与
え
た
影
響

な
ど
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

顕
彰
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は

顕
彰
の
時
期
も
た
い
へ
ん
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
文
献
調
査
や
公
民
館

な
ど
を
通
じ
た
地
元
へ
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
更
な
る
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

郷
土
が
生
ん
だ
偉
人
を
顕
彰
し
、

時
代
背
景
や
そ
の
功
績
、
人
と
な

り
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
将
来

に
わ
た
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、

郷
土
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
誇
り

を
持
つ
と
い
っ
た
意
味
で
も
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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